
Medical and Pharmaceutical Society for WAKAN-YAKU

NII-Electronic Library Service

Medioal 　and 　Pharmaoeutioal 　Sooiety 　for 　WAKAN −YAKU

1− B −24
女性尿 失禁の 病態 と ， 和漠薬 中心 の 治 療法 に

つ い て
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　目的 ・女性尿失禁は尿道が短 い こと， 分娩による骨盤底筋群 の 脆弱化，子宮摘出術後遣

症 そ の 他蓄尿， 排尿 の 神経支配 の 複雑 さか ら実際 の 臨床診断で病態解 明に苦慮する こ とが

多い
。 治療面 に於 て も現代医療の分析的病理認識に基 く治療効果 と biological　resp   se

modifier で ある和漢薬を随証的 に 使用 し， 必 要 に 応 じて 理 学療法 （体操 ）を併用 した治

療の 有用性に つ い て 比較検討 した 。

　対象 と方法 ・  対象 は現代治療で 無効及 び再発しretrospective に 追求 し得た 10症例

とした 。   方法 は女性尿失禁を盗流性，切迫性，腹圧性 ， 真性 ， （遺尿は 除外 ）に 分類 し，

鑑別診断 の フ ロ ーチ ャ
ー

トを作製 した 。   現在使 用 きれ て い る 尿 失禁治療薬を作用機 序

別 に分類を行 っ た 。   当院 で の 漢方薬 は 補中 益気湯 ， 猪苓 湯及び合四物湯 ， 猪苓 湯合芍薬

甘草湯 ， 八味地黄丸 及び合紅参宋 ， 牛車腎気丸及び合紅滲末， 当帰芍薬散 及び合附子 ， 桂枝

茯苓丸 ， 桃核承気湯 ， 防風通 聖散及び合猪苓湯，清心蓮子飲等が随証的 に 頻 用 さ れ て い る 。

  　腹圧性に は理学的 （体操 ）療法 と して K曙 e！法 （Progressive　resistance 　exercise

in　the　 funktiσnal 　 restorat ／（m 　of　the　perinea］muscies 　Am ．J。Obste．Gyneco
’
．

1948）に準 じた方法を内診台上で個 々 に ユ週間毎効果的 に指導会得させた上で 1 日 IOOP］

を 目標 に持続させ る 。

　結果 と考察 ・  一
番多 くみられる腹圧性 に は 全 例有効で 漢方薬の homeOStas 　isの 修飾作

用 に体操療法 の 相乗効果 が強 くみ られ た 。 分娩 に よ る骨盤底筋群 の 脆弱化 に 特 に 有効で ， 子

宮摘出術後及び不安定膀胱合併例 では効果が劣る 。 又加齢及 び肥満に対 して は漢方薬 の 隲

証療法 に慎重を要 した 。 膀胱，子宮 下垂に は体操療法 の 影 響が強 く認 め られ る 。   切迫牲

は 最初現代 医 薬 と漢 方薬 の 併 用が 必要で あ るが ， 洋 薬 の 減量，l／は中 ：［：が 可能で ある 。  

　温流性 に は 原因 ， 誘因 が 多様 で ，個 々 に 漢 方療法 の 有用性 と限界を検説すべ きで ， CaSe 翫

10は完全子宮脱で ペ
ッ サ リー装着 と十 全大補湯の 併用 で 失禁も治癒 し 社 会復帰 で きた、，

　結論 ・女性尿失禁は そ の 病態に よ り現代 医療が 必要で ， 例 えば高 度の 腹圧性 に は手術が

最適で あ るが ， 保存的 に 可能な場 合は漢方薬で長期に治療 し有効性 を高め る h  eostas 誇

の修飾 ， 保持に よ りQOL も向、L し．現代 医療より勝れ て い る場 青もあ る。
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